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「広島大学医学雑誌」投稿規定
1. 涼稿は医学，莱学，保健学（看護学，理学療法
学，作業準法字）に関する総説，原著および、雑報と
する。涼著はオワシ、ナルで未発表のものであり，境
在住誌に投稿されていないものに謀る L なお，編集
委員会で採否が決定されるまで；立地の「11二物に投稿
しないことハまた，掲載「可」となった論文は許可
なく他の刊行物に発表しないものとする c
2.投稿原稿の掲載η可否は，編集委員会が叡頼した
査読者を経て．編集委員会において決定される。
8.掲載は原則として受理された1¥'lとするが，編集委
員会で不適当と認めた論丈は掲載をお断りするか，
また書き産していただくことがある。
4.論文受理後， ・与jの著作権は広島大学医学出技会
が保有する。
したがって著者であっても，その一部も Lくは全
部を転載するとき；L 予め広島大学医学出版会の承
認を得なければならなL」
5. I京稿は3部汁君・表も含み2m）；土コピー可，ただ
し写真法上買のコピーであることん A4版にワー
プロを用い， 12ポイントで35字×之Miとする。原
告ljとして，涼稿（土返却し会いので、返却希望の場合
は投稿苦手にIf:!L出ること f
（）.原稿は表題，著者名，舟属機関γI，総括（800字
以内入序文‘材料と方法宅或績ー考察‘謝辞宅参
考文献のnmとし，通しページを1-Jげる r Key word 
( 51出以内）とうン二ングタイトルロ（）字くらしいをつ
ける。構支は禽潔iこ，副長も必要最1J、｜実に止めるつ
7. 原福には史文の表題，著芸名．所員のほかに，英文
抄録（200語以内〉とその日本語訳を最誌に添えるZ
8. 原稿は平易な丈章で，＇ f-i反:Y1まじり構書とし，
持関な術語以外は常明i莫字，現代仮名づかいとする。
匂切，匂読を明らかにし，改行する時は行の最初を
-'tあけて書きはじめる。
0. 外来語辻片i長名，外国人名は外国つづりのままと
するυ 学名そのf世イタリ、ゾクを要する字lrijにはアン
ダー ラインを＇｝ Iく、
lο．表， I設及び写真には表I，図 l，写真 lあるいは
Table 1., Fig. 1., Photo. i と・連番号を記Lて説明
文（主文が望ましLけをつけるハそれぞれの右下に
著者名を記入しておくつ芸丈の場合は必ずタイプす
ること（.国は白紙または青色グラフ用紙に，そのま
ま袈版可能の状態にし，大きさ f槙rt1サイズ：；最1j、
6.5crn～最大1；川口）を赤で指定しておく 3 写真は，
i部は印li!紙に焼き付けたものが必要で，戎りの2
誌はハーフ・トーンのよく再現されたもの（写真に
jfl: ＼）＼ もの）であれ；えコピーでも良い。
原福右構外には，国・表・写真の挿入信所を
「赤jでi明示しておくこと。
11. 度量衡の単位は cm. mm, pm, A, ml，ド1,g, 
pg, ng，℃， rpm, cpm, Ci, rnCi，戸、し rnl¥'1，ドM,
hr, min, secなどとし争持号のあとに点をつけな
いっ（例外として fはlit肝又は litersにする）
12. 参考丈裁はアルファベット顕に並べ，本文の長後
にまとめる。以下の記載例に従い，ピリオド，コ
シマ，スペース等にも注意すること。本文中の丈献
番号は右肩に片括弧でつける例1,4-6,15）。著者名は
全員記載すること c
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3～6は単行本の記載院で， 3竜4はその古日引用，
5宅6は令体の引用を示すc
英文の場台は必ずタイプすること。
13. 別刷は50fl.l半世とし，搭載料と引きかえにおi主し
するハ
14. 著者校正は拐校正のみとし，校正は 1週間以内と
する。校正時には語句のまちがし、の訂正のみとし，
文章の変更や新たな追加は認めなし～やむをえぬ内
容の変更は全額著者負担とする。
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